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研究成果の概要（和文）：本研究では、近現代の環インド洋諸地域（さらに日本など東アジアを

含む）におけるインド人商人の広域的な移動と還流を分析対象とし、とくに、この研究の未開

拓な状況を打開するために、新たな資料群の探求とその検証を行った。集中的な現地での調査

によって、商人・企業家自身に由来する帳簿や広告媒体など、新カテゴリーの史料を遡及・収

集できたほか、商標や営業ライセンスなど、滞留先の国家制度への結びつきを系統的に分析し、

広域ネットワークの地域接合のあり方を解明した。 

 

研究成果の概要（英文）：This research put focus on the intra-regional mobility and networks 
of Indian merchants within and beyond the Indian Ocean regions－including Japan, and 
inquired into the new historical sources for this less explored field. Intensive field 
tours revealed the new category of historical sources directly related to 
merchants/entrepreneurs like account registers and advertisements. The research also 
discussed the merchants’ linkage with the regional frameworks through the analysis of 
various state institutions including trade marks and trade licenses. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 近現代世界において、インド人移民や
商人は、華僑・華人とともに、その規模や拡
散性が突出しているにも拘わらず、研究の蓄

積が不十分のままであり、こうした状況を鑑
みて、研究の進展を図ることを意図した。と
くに、移民労働者と比較して、商人や企業家
の広域展開もしくはネットワークについて
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は、研究が立ち遅れており、世界の南アジア
研究のなかで、新たな展開が求められている。 
(2) 植民地期から現在にいたるインド人商
人・企業家の拡散について、イギリス帝国の
拡がりと重ね合わせて捉えるか、商人やその
コミュニティにおける起業家性などの内的
要素で理解するか、あるいは、移民・移住先
の固有の社会状況を優先的に考えるかなど、
分断的な理解状況にあり、新しい機軸が必要
であった。また、こうした点を検証するため
にも、新たな史料群の収集と探求が不可欠で
あった。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では、特に、インド人商人・企
業家の広域的なネットワークが、どのような
論理や関係性をもって、地域や地域国家の制
度的枠組みと結びついてきたかという問題
を、分析の焦点とした。 
(2) インド人移民の中でも、特に、商人・
企業家については、植民地体制との関係が、
労働者と比べて、曖昧もしくは両義的であり、
そのために、体系的な史料は期待ができなか
った。本研究では、こうしたこれまでの史料
的制約を突破すること自体も、主目的の１つ
として念頭に置いた。 
 

３．研究の方法 
(1) 本研究では、植民地期にインドから環
インド洋地域や東アジアに広域ネットワー
クを拡散させた商人を直接の研究対象に置
き、彼等自身から発せられた一次史料を発掘
することを、最大の課題そして手法的特徴と
した。このため、研究のなかでは、インドを
はじめとする南アジアをはじめ、マレーシア
やシンガポールなどの東南アジア、そして、
香港や日本の東アジアで、現地調査を行い、
商人・企業家の子孫を辿ることを辛抱強く繰
り返した。 
(2) 研究のごく初期の段階で、広域ネット
ワークを擁した商人が、インド以外の滞留先
で、自らの身の安全性やビジネスの安定性を
高めるために、商標やその他の工業所有権な
ど、特定の制度に吸着する傾向があった事実
を見出すことができた。本研究では、この着
眼を発展させ、こうした制度に関する制度史
研究の視角を取り入れるとともに、制度への
登録に関する商人側の戦略を分析した。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究を通じて、南アジア各地や東南
アジア、日本に渡航・訪問する機会を継続し
て与えられ、19世紀後半以降に広域ネットワ
ークを拡張させたインド人商人とその子孫
を、直接、遡及することができた。また、こ
の結果、これまで、研究進展の最大の障害と
なってきた史料の制約の問題を、徐々にだが

克服し、帳簿や同業団体書類、広告媒体資料、
商品の実物などを、入手することができた。
これらの新収集史料は、徐々にではあるが、
自身の研究のなかで用いている。また、結果
的に、これらを用いて、インド人商人や商
業・産業史研究を越えた社会・政治史の分野
に架橋するような研究を模索的に生み出し
つつある。 
(2) 広域ネットワークと地域的な枠組みと
の関係を考える重要な資料、そして論点とし
て、商標、意匠、特許などのいわゆる工業所
有権や、営業ライセンスの問題を、新たに、
設定することができた。そして、研究期間中、
こうした制度に結びついたインド人商人の
記録を、とくに、日本、インド、南アフリカ
の文脈で、系統的に分析することができた。
またこの関連では、英領インドにおける工業
所有権の不整備という問題を、逆に、照射し、
今後の研究課題として明らかにした。全体と
して、こうした分析は、従来、イギリス帝国
の枠組みと重ね合わせて理解する傾向が強
かったインド人商人・企業家の拡がりやネッ
トワークに対する視角に修正を加えるもの
ともなった。 
(3) 本研究の途上で、広域ネットワークが、
1920年-30年代以降、徐々に、インドへ部分
的に回帰もしくは再収斂する傾向があった
ことに着目することができた。また、この過
程で、商人資本が工業資本に転化する傾向も
あり、インド地域社会との関係がより直接に
問われる傾向があったことも、分析の対象と
することができた。本研究では、とくにこう
した事例を、マッチに加えて、ガラス装飾
品・小瓶の事例を通じて、明らかにすること
ができた。 
(4) インド人商人の広域ネットワークのな
かで、日本が、インドへ輸入する軽工業製品
のソースとして、突出して重要であったこと
を指摘することができた。この結果、こうし
た軽工業製品の「雑貨」の位置づけを、近代
日本の工業化の一翼を担った輸出製品とい
う従来の文脈から、インドにおける大衆消費
財市場の登場とそれに伴う社会変動という
社会経済史的テーマの舞台に導くことがで
きた。例えば、日本製のガラス装飾品や自転
車完成・部分品の急速なインド市場への流入
が、インド社会の中の社会的もしくは経済的
な階層秩序の変動に伴うものであったこと
を明らかにした。 
(5) この研究期間中、日本での研究会や国
際ワークショップのみならず、インドやその
ほかのアジア（マレーシアなど）、そして、
ヨーロッパの各地において、学会などの場所
を通じて、積極的に、研究成果を報告するこ
とができた。特に、ヨーロッパ南アジア研究
大会の隔年年次総会（2006 年）や国際経済史
学会（2006 年および 2009 年）、アジア研究者



 

 

会議（2007 年）、ヨーロッパ社会科学・歴史
研究大会（2008年）などで、報告とペーパー
提出の機会を得た。詳細は、次項の「５：主
な発表論文等」を参照されたい。こうした研
究成果の取りまとめと出版への具体的な作
業は、現在、継続して進めている。 
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